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２
０
２
６
年
10
月
20
日
締
切
分　

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
・
硬
筆
部		



師
範
・
準
師
範
・
昇
段
級
試
験
受
験
に
つ
い
て
の
諸
注
意

【
締　
　

切
】

　

２
０
２
６
年
10
月
20
日
※
各
部
門
共
通　

し
め
き
り
厳
守

【
受
験
資
格
】

　

（
漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
）

　

①
師
範
受
験
の
方
は
、
受
験
さ
れ
る
部
門
に
お
い
て
準
師
範
で
あ
る
こ
と
。

　
　

か
つ
、
日
本
書
道
院
展
２
回
以
上
ま
た
は
咲
蕾
展
３
回
以
上
出
品
経
験
者

　
　

で
、
満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
２
０
０
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で

　
　

認
め
る
。
）
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

　

②
準
師
範
受
験
の
方
は
、
受
験
さ
れ
る
部
門
に
お
い
て
６
段
で
あ
る
こ
と
。

　
　

か
つ
、
日
本
書
道
院
展
に
１
回
以
上
ま
た
は
咲
蕾
展
２
回
以
上
出
品
し
、

　
　

満
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
２
０
０
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
認
め

　
　

る
。
）
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

　

③
昇
段
級
試
験
は
、
２
級
以
上
の
方
は
第
１
部
の
半
切
課
題
も
受
験
で
き
る
。

　
　

（
飛
び
級
も
あ
る
。
２
級
の
方
は
審
査
に
よ
り
初
段
へ
の
昇
格
も
あ
る
。
）

　
　

２
級
以
下
の
方
は
、
第
２
部
の
半
紙
課
題
を
受
験
す
る
。

　

（
硬
筆
部
）

　

①
師
範
受
験
の
方
は
、
硬
筆
部
に
お
い
て
準
師
範
で
あ
る
こ
と
。

　

②
準
師
範
受
験
の
方
は
、
硬
筆
部
に
お
い
て
６
段
で
あ
る
こ
と
。

　

③
昇
段
級
試
験
は
、
１
級
以
上
の
も
の
は
今
回
出
題
の
応
用
部
の
課
題
を
書

　
　

く
。
２
級
以
下
の
も
の
は
、
今
回
出
題
の
基
礎
部
の
課
題
を
書
く
。

※
読
と
註
は
、
掲
載
号
ま
た
は
日
本
書
道
院
で
頒
布
し
て
い
る

　

「
昇
段
級
試
験
資
料
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。

【
受 

験 

料
】

　

（
漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
）

	

※
受
験
料
は
振
込
用
紙
に
て
日
本
書
道
院
宛
に
、
内
容
を
明
記
の
上
お
振
込

　
　

み
下
さ
い
。
現
金
で
の
取
り
扱
い
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

①
師
範
各
部
門	

１
２
、
０
０
０
円

　

②
準
師
範
各
部
門	

８
、
０
０
０
円

　

③
昇
段
試
験
（
第
１
部
・
半
切
）	

４
、
０
０
０
円

　

④
昇
級
試
験
（
第
２
部
・
半
紙
）	

１
、
５
０
０
円

	

（
硬
筆
部
）

　

①
師
範	

８
、
０
０
０
円

　

②
準
師
範	

５
、
０
０
０
円

　

③
昇
段
試
験
（
１
級
か
ら
５
段
の
方
）	

３
、
０
０
０
円

　

④
昇
級
試
験
（
２
級
か
ら
新
入
８
級
の
方
）	

１
、
５
０
０
円

【
作
品
提
出
に
同
封
す
る
も
の
】	

　

◎
師
範
及
び
準
師
範
受
験
者

　
　

①
各
項
目
記
入
済
の
受
験
申
請
書	

　
　
　

１
１
０
円
切
手
を
添
え
て
事
務
局
に
請
求
す
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

　
　
　

り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

②
師
範
受
験
者
に
限
り
、
試
験
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
ご
自
身
の
名

　
　
　

前
と
住
所
を
明
記
し
た
切
手
付
き
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。	

	

　

◎
師
範
・
準
師
範
・
昇
段
受
験
者
共
通
し
て
提
出
す
る
も
の

　
　

「
日
本
書
道
」
10
月
号
の
巻
末
の
「
出
品
一
覧
表
」
に
記
入
し
た
も
の
。	

【
そ 

の 

他
】

　

①
作
品
に
は
支
部
名
、
氏
名
又
は
号
を
書
い
た
小
票
（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ

　
　

こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品
の
左
下
に
貼
付
。
赤
字

　
　

で
昇
試
と
記
入
の
こ
と
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部

　
　

名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。

　

②
提
出
作
品
に
は
赤
字
で
、「
昇
級
試
験
在
中
」
と
明
記
し
て
ご
提
出
下
さ
い
。

　

③
出
品
作
品
は
、
必
ず
雅
印
押
印
し
て
下
さ
い
。
（
押
印
を
し
て
初
め
て
作

　
　

品
と
な
る
。
）
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漢
字
部
課
題

▽
第
六
十
八
次
師
範
試
験
課
題

　

次
の
作
品
三
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出 

　

◎
規　

定
《
書
体　

楷
書
》

　
　

圖
南
鵬
翼
（
荘
子
）	

〈
２
０
２
５
年
１
月
号
〉

　

◎
臨　

書　

爭
坐
位
稿　

十
六
字

　
　

行
百
里
者
半
九
十
里　

言
晩
節
末
路
之
難
也

　

◎
随　

意
《
書
体　

行
草
書
》

　
　

素
琴
孤
劍
尙
閑
遊
誰
共
芳
樽
話
唱
酬
（
姚よ
う

揆き

）　
〈
２
０
２
５
年
５
月
号
〉

▼
第
八
十
次
準
師
範
試
験
課
題

　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出 

　

◎
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

　
　
秋
山
破
夢
風
生
樹
夜
水
明
楼
月
在
湖
（
文
徴
明
）〈
２
０
２
５
年
10
月
号
〉

　

◎
臨　

書　

集
王
聖
教
序
（
王
羲
之
）
十
四
字

　
　

朕
才
謝
珪
璋
言
慙　

博
達
至
於
内
典
尤

○
第
一
三
九
次
昇
級
試
験
課
題

　

第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］
縦
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出

　
　
春
江
潮
水
連
海
平
海
上
明
月
共
潮
生
（
張
若
虚
）〈
２
０
２
５
年
２
月
号
〉

　

第
二
部　

［
半
紙
］ 

楷
書
で
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出

　
　

凌
雲
之
志
（
漢
書
）	

〈
２
０
２
５
年
３
月
号
〉

　
　

か
な
部
課
題

▽
第
六
十
八
次
師
範
試
験
課
題

　

次
の
作
品
三
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出

　

規　

定
《
書
体
自
由
》

　
　

立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
峰
に
生お

ふ
る
ま
つ
と
し
聞
か
ば
今
帰
り
来
む

			



（
中
納
言
行
平
）
〈
２
０
２
５
年
11
月
号
〉

　

臨　

書　

関
戸
本
古
今
集
（
伝　

藤
原
行
成
）　

　
　

山　

佐

九

羅

　

可

　

尓

九

　

盤

は

　

可

須

三

ざ
く
ら
わ
が
み
に
く
れ
ば
ゝ
る
が
す
み

　
　

み　

年

尓

毛

　

　

裳

多

　

可

　

　

徒

ね
に
も
を
に
も
た
ち
か
く
し
つ
ゝ

　

随　

意
《
書
体　

自
由
》

　

	

何
お
も
ふ
と
も
な
く
柿
の
葉
の
お
ち
る
こ
と
し
き
り

			



　

（
種
田
山
頭
火
）　

〈
２
０
２
５
年
11
月
号
〉

▼
第
八
十
次
準
師
範
試
験
課
題

　

次
の
作
品
二
点 

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕
を
提
出 

　

規　

定
《
書
体
自
由
》

　
　

天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も

			



（
安あ

べ

の倍
仲な

か
ま
ろ麿

）〈
２
０
２
５
年
２
月
号
〉

　

臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

　
　

わ王

可

　

本

者

　

　

　

　

多

徒

　

　

　

曽

春

无

が
い
ほ
は
み
や
こ
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む

　
　

よ
を
う
ぢ
や
ま
と
ひ
と
は
い
ふ
な奈

利り

○
第
一
三
九
次
昇
級
試
験
課
題

　

第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］
縦
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出

　
　

花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る

			



な
が
め
せ
し
間
に
（
小
野
小
町
）〈
２
０
２
５
年
４
月
号
〉

　

第
二
部　

［
半
紙
］ 

書
体
自
由
で
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出

　
　

わ
が
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
住
む
世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り

			



（
喜き

せ

ん

ほ

う

し

撰
法
師
）　

〈
２
０
２
５
年
３
月
号
〉
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詩
文
書
部
課
題 

▽
第
二
十
六
次
師
範
試
験
課
題

　

次
の
作
品
三
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
縦
作
品
で
提
出

　

規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

　
　

霊
た
ま
し
ひ

の
薄
き
瞳
を
見
る
ご
と
し
時
雨
の
朝
の
小
さ
き
自め

ざ

ま

し

鳴
鐘
（
北
原
白
秋
）

			



〈
２
０
２
５
年
９
月
号
〉

　

臨　

書
〔
い
ろ
は
歌
〕
半
切
に
揮
毫
、
得
意
な
古
法
帖 

（
限
定
は
し
な
い
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
て
。
全
部
ひ
ら
が
な
で
も
よ
い
。

　
　

い
ろ 

（
色
） 

は
に
ほ 

（
匂
） 
へ
ど
ち 

（
散
） 

り
ぬ
る
を

　
　

わ 

（
我
） 

が
よ 

（
世
） 

た
れ 
（
誰
） 

ぞ
つ
ね 

（
常
） 

な
ら
む

　
　

う
ゐ 

（
有
為
） 

の
お
く
や
ま 

（
奥
山
） 

け
ふ 

（
今
日
） 

こ 

（
越
） 

え
て

　
　

あ
さ 

（
浅
） 

き
ゆ
め 

（
夢
） 

み 

（
見
） 
じ
ゑ
ひ 

（
酔
） 

も
せ
ず

　

随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

　
　

八は
ち

月
ぐ
わ
つ

の
う
ぐ
ひ
す
幽く

ら

し
嶽だ

け

の
雲く

も

（
渡
辺
水
巴
）	
〈
２
０
２
５
年
８
月
号
〉

▼
第
五
十
次
準
師
範
試
験
課
題

　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
縦
作
品
で
提
出

　

規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

　
　

潮し
ほ
あ
を碧

し
わ
か
め
刈か

る
舟ふ

ね

木こ

の
葉は

の
如ご

と

し
（
杉
田
久
女
）〈
２
０
２
５
年
４
月
号
〉

　

臨　

書　

集
王
聖
教
序
（
王
羲
之
）
五
字

　
　

弘
福
寺
沙
門

○
第
五
十
次
昇
級
試
験
課
題

　

第
一
部　

［
半
切
］ 

半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
縦
作
品
に
限
る 

〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕

　
　

む
ま
さ
う
な
雪
が
ふ
う
は
り
ふ
は
り
哉
（
小
林
一
茶
）〈
２
０
２
５
年
12
月
号
〉

　

第
二
部　

［
半
紙
］ 

半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
縦
作
品
に
限
る
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕

　
　

夕ゆ
ふ
づ
き月

は
す
ず
し
き
苔こ

け

の
に
ほ
ひ
哉か

な	

〈
２
０
２
５
年
６
月
号
〉

		


　

硬
筆
部
課
題 

▽
第
十
一
次
師
範
試
験
課
題

　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
三
点
提
出

　

規　

定
《
楷
書
》

　
　

苑
路
暗
迷
香
輦
絕　

繚
垣
秋
斷
草
煙
深
（
崔さ
い

塗と

）	〈
２
０
２
５
年
11
月
号
〉

　

随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と　

書
体
自
由
》

　
　

笑え

顔が
お

は
最

も
っ
と

も
大た

い
せ
つ切

で
す　

経け
い
ざ
い
か
つ
ど
う

済
活
動
も
人じ

ん
せ
い生

も

　
　

人ひ
と

の
笑え

顔が
お

を
生う

む
喜

よ
ろ
こ

び
が
最さ

い
だ
い大

の
原げ

ん
ど
う動

力り
ょ
くで

す
。〈
２
０
２
５
年
１
月
号
〉

　

臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

　
　

よ　

　

那

可

　

　

　

多

　

　

　

　

　

　

那

介

の
な
か
の
う
き
た
び
ご
と
に
み
を
な
げ
ば

　
　

ふ　

可

支

多

　

　

所

　

　

　

奈

　

那

か
き
た
に
こ
そ
あ
さ
く
な
り
な
め

▼
第
二
十
二
次
準
師
範
試
験
課
題　

　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
二
点
提
出

　

規　

定
《
書
体
自
由
》

　
　

初う
い
う
い々

し
さ
が
大た

い
せ
つ切

な
の
ど
ぎ
ま
ぎ
し
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
。

　
　

大だ
い

事じ

に
し
た
い
ね
初し

ょ
し
ん心

を
。	

〈
２
０
２
５
年
８
月
号
〉

　

臨　

書　

蘭
亭
序
（
王
羲
之
）
十
六
字

　
　

永
和
九
年
歳
在
癸
丑　

暮
春
之
初
會
于
會
稽

○
第
二
十
四
次
昇
級
試
験
課
題

　

課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
を
一
点
提
出

　

応
用
部
（
一
級
か
ら
五
段
）

　
　

社し
ゃ
か
い会

の
リ
ー
ダ
ー
や
多た

少し
ょ
うと

も
余よ

裕ゆ
う

の
あ
る
大お

と

な人
に
は

　
　

希き

望ぼ
う

を
語か

た

る
役や

く
わ
り割

が
あ
る
の
で
は	

〈
２
０
２
５
年
10
月
号
〉

　

基
礎
部
（
新
入
八
級
か
ら
二
級
）

　
　

展て
ん
ら
ん
か
い

覧
会
を
見み

に
来き

て
く
れ
た
方か

た
が
た々

に

　
　

生い

き
生い

き
と
し
た
作さ

く
ひ
ん品

を
提

て
い
き
ょ
う

供
し
た
い
。	

〈
２
０
２
５
年
６
月
号
〉
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第
十
四
次
毛
筆
細
字
部
「
玄
位
」
認
定
試
験
要
項

【
課
　
題
】
二
〇
二
五
年
八
月
か
ら
二
〇
二
六
年
一
月
ま
で
に
日
本
書
道
の
毛

筆
細
字
部
課
題
と
し
て
発
表
さ
れ
た
中
か
ら
二
点
と
、「
自
由
課
題
（
選
文
自

由
、
三
〇
～
四
〇
文
字
程
度
）」
一
点
の
合
計
三
点
と
す
る
。

　（
自
由
課
題
の
例
）格
言
、小
説
の
一
節
等
を
自
分
で
選
ん
で
提
出
す
る
。
自

作
の
文
・
詩
も
可
と
す
る
。

	

― 

受
験
に
つ
い
て
の
注
意 

―

一　

受
験
資
格

　
　
二
〇
一
八
年
一
月
以
降
の
競
書
毛
筆
細
字
部
で
六
回
以
上
の
出
品
の
者
。

　
　
二
〇
二
七
年
四
月
一
日
時
点
で
二
〇
歳
以
上
の
者
。

二　

受

験

料

　
　
八
千
円

　
　
※
受
験
料
は
郵
便
振
替
で
送
金
す
る
。

三　

受
験
用
紙

　
　
作
品
提
出
用
紙
は
日
本
書
道
院
指
定
の
用
紙
を
使
用
す
る
。

　
　（
競
書
提
出
用
紙
と
同
じ
。）

四　

受
験
申
請

　
　
受
験
申
請
書
は
返
信
料
百
十
円
切
手
を
添
え
て
本
部
に
請
求
す
る
。ま
た

　
　
は
日
本
書
道
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
情
報
配
信
コ
ー
ナ
ー
」
の
「
申
請
書
ダ

　
　
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
。

五　

添
付
書
類

　
　
受
験
者
は
「
玄
位
」
の
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
す
る
。
試
験
結

　
　
果
の
お
知
ら
せ
用
の
返
信
用
封
筒
（
宛
名
、
住
所
を
明
記
し
、
切
手
貼
付

　
　
し
た
も
の
）
を
作
品
と
同
封
す
る
。
な
お
作
品
は
返
却
し
な
い
。

　
　
※
毛
筆
細
字
部
の
み
の
受
験
は
出
品
一
覧
表
は
必
要
な
し
。

六　

作
品
締
切

　
　
二
〇
二
六
年
一
〇
月
二
〇
日
（
火
）
ま
で
必
着
。

七　

合
格
発
表

　
　
二
〇
二
六
年
十
二
月
号
（
不
合
格
者
は
発
表
し
な
い
。）

八　

認 

定 

料

　
　
認
定
料
と
し
て
五
万
円
を
納
入
し
、
合
格
者
に
は
認
定
証
を
交
付
す
る
。

　
　
認
定
証
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓
号
と
す
る
。納
入
し
な
い
場
合
は
認
定
し

　
　
な
い
。

九　

認
定
交
付

　
　
合
格
発
表
時
に
詳
細
を
通
知
す
る
。

十　

会
員
資
格

　
　
玄
位
認
定
者
で
日
本
書
道
院
の
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、こ
の
認

　
　
定
で
会
員
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
第
二
部
『
第
二
部
・
半
紙
』
受
験
の
お
す
す
め

本
院
で
は
、
第
二
部
・
半
紙
で
の
昇
級
試
験
を
受
験
で
き
る
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
長
年
昇
級
で
き
な
い
方
が
昇
級
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
半
紙
で
の
昇
級
試
験
を
受
験
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

師
範
・
準
師
範
・
昇
段
級
試
験
受
験
に
つ
い
て
、
提
出
作
品

に
は
赤
字
で
、
「
昇
級
試
験
在
中
」
と
明
記
し
て
ご
提
出
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


